
 

 

第 125 回 

九州・沖縄形成外科学会学術集会  

 

プログラム・抄録集 

 

2025 年 3 月 8 日（土） 

会場 福岡大学 8 号館 3 階 831 教室 

 

特別講演 

アドラーに学び、職場での対人関係や指導・育成の悩みにさようなら！！ 

小倉 広 氏 

 

 

 

会長 髙木 誠司 

福岡大学医学部形成外科学講座 



【会場のご案内】 

福岡大学 8 号館 3 階 831 教室 

福岡県福岡市城南区七隈八丁目 19-1 

 

 

 

 

 

■アクセス 

地下鉄七隈線 福大前駅から徒歩 5 分。 

（お車でお越しの場合は近隣コインパーキングをご利用下さい。病院駐車場の割引処

理はございません。） 

なお、会場には、エレベーターや、エスカレーターがないため、お手伝いが必要な方

は事前に事務局までご連絡下さい。 

 

以下 URL もしくは QR コードにて「経路案内」や「会場周辺のコインパ

ーキングの案内」をご覧いただけます。 

URL：https://x.gd/LLCPe 



【学術集会の御案内】 

 
【学術集会】  

・受付は当日 11 時 45 分より福岡大学 831 教室前にて行います。参加費は 3,000 円を申し

受けます。なお、研修医・医学生は参加無料です。 ただし証明となるもの（身分証、学生証、

証明書等）の提示が必要です。 

・演者は九州・沖縄形成外科学会の会員に限らせていただきます。演者でまだ本学会の会員

でない方は、事前に入会手続きを済ませてください。 

・講演時間は 5 分、討論時間は 3 分とします。  

・PC 受付の際に、学会誌掲載用の口演要旨（症例報告 200 字以内、その他 400 字以内）

をご提出下さい。 提出のない場合は、プログラム抄録で代用させて頂きます。  

・若手医師懇親会への参加申し込みは既に締め切っております。申し込み済みの方は、受け

付けの際にお申し出下さい。懇親会の参加費 2000 円をお支払い頂きます。 

 

【世話人会】  

世話人会は 11 時 30 分より、福岡大学 8 号館 2 階 825 教室にて行います。  

 

【演者の皆様へ】 

・発表は全て PC プレゼンテーションで行います。Windows で作成したデータの持ち込み、

または Windows、Macintosh の PC 本体持ち込みでの発表といたします。会場では

Windows の PC（Windows10、PowerPoint2019）を準備いたします。  

・お持ち頂けるメディアは USB フラッシュメモリのみです。メディアがウィルスに感染していな

いことをご確認のうえお持ち込みください。発表データは作成後、作成した PC 以外の PC で

正常に動作することをご確認ください。  

※動画データをご使用の場合、および Macintosh をご使用の場合には、ご自身の PC を演

台で接続いただき、ご使用いただきます。映像の接続は HDMI 端子に限ります。上記端子に

適合しない PC を持ち込む場合には必ずアダプタをご用意ください。  

・発表の 1 時間前（第１セッションは 30 分前）までに PC 受付にて発表データのご提出、もしく

は持ち込み PC の確認をお願いいたします。  

・発表用の PC で使われたデータは学会終了後、主催者側で責任を持って消去いたします。 

  



【第 125 回九州・沖縄形成外科学会学術集会事務局】 

 

〒814-0180 福岡県福岡市城南区七隈 7 丁目 45 番 1 号 
福岡大学病院形成外科学 
担当 小柳 俊彰、医局秘書 安永 愛 
TEL 092-801-1011（内線 2391） / FAX 092-801-7639 
Email：125keisei.kyushu@gmail.com 

 

 

 

 

 

【九州・沖縄形成外科学会 今後の開催予定】 

 

回 日程 開催地 会長（所属） 

126 2025 年 7 月 19 日（土） 福岡 門田 英輝（九州大学医学部 形成外科） 

127 2025 年 11 月 1 日（土） 嬉野 藤岡 正樹（長崎医療センター 形成外科） 

128 2026 年 春 未定 兵藤 伊久夫（産業医科大学病院形成外科） 

129 2026 年 夏 未定 上村 哲司（佐賀大学医学部 形成外科） 

130 2026 年 秋 未定 林 稔（聖マリア病院 形成外科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



九州・沖縄形成外科学会世話人 
                               2025 年 2 月現在 

                                             
代表世話人 
上村 哲司 

 
副代表世話人 
髙木 誠司 

 
監  事 

清水 史明   力丸 英明 

 
名誉会員 

藤井  徹   平野 明喜  大慈弥 裕之  清川 兼輔  田中 克己 
 

世 話 人 
青木 恵美   伊東  大   上村 哲司   大島 秀男 

樫山 和也   門田 英輝   黒川 正人   清水 史明 

清水 雄介   大安 剛裕     髙木 誠司   田邉  毅 

林   稔   兵藤伊久夫   藤岡 正樹   増口 信一 

森岡 康祐   守永 圭吾   力丸 英明 

 

幹  事 
樫山 和也                   

                               （50 音順） 

 
 
 
 
 



九州・沖縄形成外科学会会則 
2013 年 3 月 9 日施行 

2015 年 2 月 28 日改変 

2022 年 3 月 12 日改変 

2024 年 3 月 9 日改変 

第１章  総   則 
 

第１条（名称） 
 本学会は、名称を九州・沖縄形成外科学会（以下本会と略記する）と称する。 
 
第２条（目的） 
 本会は形成外科学の進歩発展に貢献し、併せて一般社団法人日本形成外科学会（以下日形 

会）の会員相互の親睦を図ることを目的とする。 
 
第３条（事業） 
 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 
 １. 学術集会を年３回開催する 
 ２. 日形会が行う事業への協力 
 ３. 他地区形成外科学会との連携 
 ４. その他 
 
第４条（事務局） 
 本会は、事務局を⾧崎大学医学部形成外科学教室内に置く。 
 
 

第２章  会   員 
 

第５条（会員種別） 
 本会の会員種別は次の通りとする。本会の会員は原則として日形会会員とするが、日形会会 

員以外でも本会の目的に賛同し、所定の手続きを経て会費を納入する者は会員と認める。 
１. 正 会 員：日形会会員で、福岡県、佐賀県、⾧崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、    

沖縄県に在住し、本会の目的に賛同する者 
 ２. 準 会 員：日形会会員で第５条第１項に規定した地域以外に在住する者、及び日形会の

非会員で本会の目的に賛同する者 
 ３. 賛助会員：本会の目的に賛同し、事業を賛助する個人、団体等 
 ４. 当日会員：本会の学術集会当日のみの参加者 
 ５. 名誉会員：本会に功績のあった正会員で、総会において承認された者 
 
第６条（入会） 
 日形会に入会が認められ、第５条第１項に該当する者は、当該年度の会費納入により会員と 

認める。 
 
第７条（退会） 
 第５条第１項に該当する地域を離れるときはその旨を事務局に届け出て、準会員となるか退
会するかを申し出なければならない。また、第３条第３項により、他地区日形会からの正会員
の転入を認める。会員はいつでも退会することができ、退会しようとする者は、その旨を本会
事務局に届け出なければならない。会員は死亡、失喪宣言によりその資格を喪失する。 
 
第８条（除名） 
 会員は、会費を３年以上滞納した時はその資格を失う。 
 
 



第３章  役   員 
 

第９条（役員） 
 本会に次の役員を置き、当該年の３月３１日に６５歳未満である者とする。 
 １. 代表世話人 ：１名 
 ２. 副代表世話人：１名 
 ３. 監 事   ：２名 
 ４. 世話人   ：若干名 
 ５. 幹 事   ：１名 
 
第 10 条（役員の選任・任期） 

１. 代表世話人、副代表世話人、監事は世話人会において選出し、総会の承認を得る。その任
期は２年とし、再任は妨げないが連続２期までとする。 

２. 役員は日本形成外科学会評議員、日本形成外科学会理事⾧指名議員、本会学術集会⾧経験
者及び推薦世話人が世話人となる。ただし、選出された会⾧が評議員でない場合、選出後
6 年間世話人となる。世話人の推薦及び幹事は世話人会の推薦により選出し、総会の承認
を得て、代表世話人が委嘱する。 

 ３. 学術集会会⾧は世話人会で選出され、選出後次回総会の承認を得る。また、本会学術集
会の責任を負い、その任期は前回学術集会終了直後より当該学術集会終了までとする。
世話人会で推薦された会⾧予定者は、総会の承認前でも世話人会に出席し意見を述べる
ことができる。 

 ４. 世話人会は会則に定める事項のほか、学会の運営に関する重要事項を審議する。 
 ５. 世話人の任期は次のように定める。但し、定年は満６５歳としその任期満了をもって退 

任する。 
   １）日形会九州・沖縄地区選出評議員  ：２年 
   ２）日形会九州・沖縄地区理事⾧指名議員：２年 

３）本会学術集会会⾧経験者      ：６年（学術集会承認年より） 
４）推薦世話人            ：４年 

 ６. 幹事は本会の庶務、会計その他を担当する。その任期は２年とし、再任は妨げない。 
 ７. 特別の理由無く３回連続して本会世話人会を欠席した者は、本会世話人の資格を喪失す 

る。 
 
 

第４章  会   議 
 

第 11 条（会議） 
 本会の会議は次のとおりとする。 
 （１）総会 （２）世話人会 
 
第 12 条（総会） 
 総会は毎年１回、原則として春の学術集会時に会⾧が招集し、代表世話人が議⾧となる。 
 １. 本会の総会は正会員をもって組織する。 
 ２. 総会では、事業計画及び収支予算、事業報告及び決算、その他本会の業務に関する重要 

事項を報告し、承認を得なければならない。 
 
第 13 条（世話人会） 

世話人会は各学術集会開催時、年 3 回、原則として代表世話人が招集し、議⾧となる。 
１． 本会は世話人をもって構成する。 
２． 世話人会は会則に定める事項のほか、学会の運営に関する重要事項を審議する。 
３． 世話人の任期は次のように定める。但し、定年は満６５歳としその任期満了をもって退任

する。 
   １）日形会九州・沖縄地区選出評議員  ：２年 
   ２）日形会九州・沖縄地区理事⾧指名議員：２年 

３）本会学術集会会⾧経験者      ：６年（学術集会承認年より） 



４）推薦世話人            ：４年 
 ４．幹事は本会の庶務、会計その他を担当する。その任期は２年とし、再任は妨げない。 
 ５．特別の理由無く３回連続して世話人会を欠席した者は、世話人の資格を喪失する。 
 
 

第５章  会   計 
 

第 14 条（経費の支弁） 
 本会の経費は本会の会費、有志の寄付金等によって支弁する。 
 
第 15 条(会員管理業務の一部委託) 
 本会は入会申込みの受付、会費の徴収等の会員管理業務の一部を日形会に委託するものとす
る。 
 
第 16 条（会計年度） 
 本会の会計年度は毎年３月１日に始まり、翌年２月末日に終わる。 
 
 

第６章  会   則 
 

第 17 条（会則の変更） 
 本会の会則の変更は総会に諮り、出席者の 2/3 以上（委任状可）の賛成を必要とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



九州・沖縄形成外科学会会則 細則 
2013 年 3 月 9 日施行 

2015 年 2 月 28 日改変 

2017 年 3 月 11 日改変 

2021 年 7 月 10 日改変 

 
第 1 章  会   費 

 
第１条 本会の年会費は、次のとおりとする。 
 既納の会費は如何なる理由があっても返還しない。また、名誉会員からは会費を徴収しな 

い。 
 （１）正 会 員：2000 円 
 （２）準 会 員：2000 円 
 （３）賛助会員：5000 円以上 
 （４）当日会員：2000 円 
 

第２章  学術集会の開催 
 

第２条 本会は原則として、年３回学術集会を開催する。 
１． 学術集会の開催は、春と夏に⾧崎大学形成外科、久留米大学形成外科・顎顔面外科、福岡

大学形成外科、九州大学形成外科、産業医科大学形成外科、佐賀大学形成外科、大分大学
形成外科で持ち回りとし、秋は他機関で行う。 

 
第３章  会   議 

 
第３条 
 １. 総会は、原則として当該年度の学術集会時に開催する。 
 ２. 世話人会は、以下の世話人によって構成される。 

１）日形会九州・沖縄地区選出評議員  
２）日形会九州・沖縄地区理事⾧指名議員 
３）本会学術集会会⾧経験者（学術集会承認年から）       
４）推薦世話人  
 

３．世話人会は学術集会時の総会に先立って行われる。また、代表世話人が必要と認めれば
随時臨時の世話人会を開催することができる。 

 ４. 世話人会は、世話人の過半数の出席により成立し、出席者の過半数の賛成により議事を 
決し、可否同数のときは代表世話人が決する。 

 ５．世話人会は次の事項を審議する。 
   １）例会開催期日および担当機関の決定 
   ２）細則の変更 
   ３）その他本会の運営に関する事項 
   ４）収支予算・決算の承認 
 

第４章  会   計 
 

第４条 代表世話人は当該年度の収支決算について世話人会に報告し、総会にて承認を得る。 
 １．学術集会が２月末日前に開催されるときは、会計年度に暫定期間を置くことができる。

（前年３月１日～翌年２月末日前、２月末日前～２月末日まで） 
 

第５章  会員の異動 
 

第５条 事務局は会員の異動について他地区の形成外科学会に連絡を行う義務を負
う。 



【日程表】 

 

11：30-12：20 世話人会（福岡大学 8 号館 825 教室） 

11：45～ 受付開始 

12：25～12：30 開会の辞              会⾧ 髙木 誠司 

12：30～13：02 
演題 1～4 

座⾧ 上原 幸（大分大学医学部付属病院 形成外科） 

13：02～13：15 総会・休憩 

13：15～13：55 
演題 5～9 

座⾧ 森内 由季（⾧崎大学医学部 形成外科） 

13：55～14：35 
演題 10～14  

座⾧ 舟橋 ひとみ（浜の町病院 形成外科） 

14：35～14：45 休憩 

14：45～15：25 
演題 15～19  

座⾧ 権藤 理絵（福岡県済生会福岡総合病院 形成外科） 

15：25～16：05 
演題 20～24 

座⾧ 遠藤 淑恵（産業医科大学病院 形成外科） 

16：05～16：15 休憩 

16：15～17：15 
特別講演 

小倉 広 氏 

アドラーに学び、職場での対人関係や指導・育成の悩みにさよ

うなら！！ 

17：15～17：25 質疑応答 

17：25～17：30 閉会の辞              会⾧ 髙木 誠司 

18：30～ 若手医師懇親会（18 時より受付開始） 

 

 



【プログラム】 

 

世話人会 （11：30～12：20） 

 

開会の辞 （12：25～12：30）                         会長：髙木 誠司 

 

セッション 1 演題 1～4 （12：30～13：02） 

座長 上原 幸（大分大学医学部付属病院 形成外科） 

 
演題 1 左中指に生じた骨軟骨性分離腫の一例 

黒木 大地（⾧崎大学病院 形成外科） 

演題 2 Bowen 病が疑われた Onychomatricoma の 1 例 

久保 博之（熊本大学病院 形成外科） 

演題 3 手背に生じた Desmoplastic fibroblastoma(collagenous fibroma)の 1 例  

天願 翔太（福岡徳洲会病院 形成外科） 

演題 4 シャント瘤血腫の 1 例 

境 直隆（熊本赤十字病院 形成外科）  

 

総会・休憩 （13：02～13：15） 

 

セッション 2 演題 5～9 （13：15～13：55） 

座長 森内 由季（長崎大学医学部 形成外科） 

 
演題 5 母指悪性末梢神経鞘腫術後に母指化術により再建を行った 1 例  

福田 麻衣美（JCHO 宮崎江南病院） 

演題 6 PIP 関節拘縮に対し自家肋骨肋軟骨移植による関節再建を行なった 1 例 

横山紗妃（聖マリア病院） 

演題 7 感染を合併した手背の広範なデグロービング損傷を pure skin perforator  

flap により再建した 1 例 

坂井 勇仁（社会医療法人 博愛会 相良病院 形成外科） 

演題 8 母指尖部再建における腹部 Limberg flap の有用性 

渡邊 龍志（鹿児島市立病院 形成外科） 

演題 9 下肢リンパ浮腫に対して側胸部からの血管柄付きリンパ節移植術を行った一例 

的野 渚千（産業医科大学病院 形成外科） 
 
 
 



セッション 3 演題 10～14 （13：55～14：35） 

座長 舟橋 ひとみ（浜の町病院 形成外科） 

 
演題 10 左脛骨腓骨開放骨折 Gustilo type ⅢC に対し受傷後早期の再建が奏功した１例  

野田 慎太郎（済生会福岡総合病院 形成外科） 

演題 11 下腿・足部の Gustilo-Anderson 分類ⅢB 型開放骨折に対して、遊離広背 

筋弁を双葉型にして再建した 1 例 

岩本 直朗（大分大学 形成外科） 

演題 12 深下腹壁動脈穿通枝皮弁における ICG クランプテストの有用性 

伊藤 哲（産業医科大学病院 形成外科） 

演題 13 当院におけるスムーズタイプ乳房インプラント導入後の臨床経過について  

岡本 理沙（九州中央病院 形成外科） 

演題 14 会陰部骨盤底再建における PAP flap+薄筋弁の有用性 

谷 ありさ（福岡大学 形成外科） 

 

休憩 （14：35～14：45） 

 

セッション 4 演題 15～19 （14：45～15：25） 

座長 権藤 理絵（福岡県済生会福岡総合病院 形成外科） 

 
演題 15 眼窩内から篩骨洞に貫通した枯れ枝杙創の治療経験 

日吉 尚（国立病院機構⾧崎医療センター 形成外科） 

演題 16 ベースボール縫合で再建した前脛骨筋腱断裂の 1 例 

赤司 理菜（⾧崎みなとメディカルセンター 形成外科） 

演題 17 鼻腔粘膜切開アプローチにより良好な整復が得られた鼻篩骨骨折の一例 

村山 真由子（北九州総合病院 形成外科） 

演題 18 頬部深層に損傷がおよぶ挫創の治療経験 

藤田 環（宮崎大学医学部附属病院 形成外科） 

演題 19 義眼患者に対する眼瞼下垂症手術の一例 

村山 彩奈（福岡山王病院） 
 
 
 
 
 
 
 



セッション 5 演題 20～24 （15：25～16：05） 

座長 遠藤 淑恵（産業医科大学病院 形成外科） 

 
演題 20 開心術後胸骨骨髄炎に対し、腸骨移植を行った１例 

眞鍋 剛（白十字病院 形成外科） 

演題 21 下顎再建術後の再建プレート露出に対し創内持続陰圧閉鎖療法と PAT 移植 

が奏功した１例 

久冨 健太郎（久留米大学 形成外科・顎顔面外科） 

演題 22 熱傷後の踵骨壊死に対して perifascial areolar tissue(PAT)移植と同時植皮 

により創閉鎖した１例  

白倉 広之（佐世保市総合医療センター 形成外科） 

演題 23 口蓋裂術後合併症としての口蓋瘻孔への対応と予防 

田崎 幸博（北九州市立八幡病院形成外科） 

演題 24 高度側弯症手術に先行して合併する漏斗胸に対し Nuss 法を施行した 4 例  

後藤 崇（福岡市立こども病院 形成外科） 

 

 

 

特別講演 （16：15～17：15）                        座長 髙木 誠司 

 

アドラーに学び、職場での対人関係や指導・育成の悩みにさようなら！！ 

 

小倉 広 氏 

質疑応答 （17：15～17：25） 

 

 

 

 

 

閉会の辞 （17：25～17：30）                        会長：髙木 誠司 

 

若手医師懇親会 （18：30～） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【抄録】 

 
 
 
セッション 1 演題 1～4   座⾧ 上原 幸（大分大学医学部付属病院形成外科） 
 
 
 
演題 1 左中指に生じた骨軟骨性分離腫の一例 

〇黒木 大地(クロキ ダイチ)1）、葉石 慎也 1）、猪狩 紀子 1）、森内 由季 1） 

西條 広人 1）、岩尾 敦彦 1）、樫山 和也 1）、上木 望 2） 

1）⾧崎大学病院形成外科 2）⾧崎大学病院地域病理診断支援センター 
 
分離腫とは、組織の一部が正常な連続性を失い、他の組織内で異常増殖したものであ

る。中でも骨組織と軟骨組織が増殖する骨軟骨性分離腫（Osteocartilaginous 

choristoma）は、これまでに頭頚部領域、特に口唇や舌への発生報告例が散見され

る。しかしながら手指への発生は極めて稀であり報告が確認されていない。本症例の

発生機序や臨床的意義について報告する。 
 
 
 
演題 2 Bowen 病が疑われた Onychomatricoma の 1 例 

◯久保 博之（クボ ヒロユキ）、水谷 望、大原 暉 

坂本 佳奈、伊方 敏勝、増口 信一 

熊本大学病院 形成外科 
 
44 歳男性。受診 2 年前から左示指爪甲に黒褐色変化を自覚、徐々に拡大し爪甲の肥厚

を認め、近医で Bowen 病が疑われ当科紹介受診。全摘生検を施行し、病理組織学的検

査で Onychomatricoma と診断された。本疾患は爪母由来の良性腫瘍で、臨床的特徴

として爪甲の肥厚や変色があり、Bowen 病などの悪性疾患と鑑別を要する。極めて稀

な疾患であるため、若干の文献的考察を加えて報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



演題 3 手背に生じた Desmoplastic fibroblastoma(collagenous fibroma)の 1 例 

〇天願 翔太(テンガン ショウタ)、田中 航太郎、古川 くるみ 

小橋 啓太、杉原 佳奈、西村 剛三、塩沢 啓  

福岡徳洲会病院 形成外科 
 
症例は 43 歳男性。4 か月前より右手背に腫瘤を自覚し当院を受診した。⾧径 4cm 大

の境界明瞭な弾性軟の腫瘤を認め、MRI では T1 強調像で筋と等信号、T2 強調像では

低信号と高信号が混在して見られた。全切除生検の結果、背景に豊富な線維性基質を

伴い、紡錘形細胞が疎に増殖し、免疫染色で α-SMA(+)、S100(-)、CD34(-)で

desmoplastic fibroblastoma の診断であった。比較的稀で報告も少ないが、手背に生

じる腫瘍の鑑別疾患の 1 つとして留意すべきであると思われ報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
演題 4 シャント瘤血腫の 1 例 

◯境 直隆（サカイ ナオタカ）、黒川 正人、新井 昴佑 

熊本赤十字病院 
 
シャント瘤は透析患者のシャント部に高頻度に見られる。今回われわれは、75 歳男性

の閉鎖後の左前腕シャントのシャント瘤内に血腫を形成し、出血を繰り返す症例を経

験した。同部の出血を繰り返したため、シャント血腫形成部の全切除を行った。切除

後は、皮膚欠損部に人工真皮を貼付した。再出血はなく経過したため、2 週間後に全

層植皮術を施行した。閉鎖後のシャント瘤部の出血は稀なため、若干の文献的考察を

加えて報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



セッション 2 演題 5～9      座⾧ 森内 由季（⾧崎大学医学部形成外科） 
 
演題 5 母指悪性末梢神経鞘腫術後に母指化術により再建を行った 1 例 

〇福田 麻衣美（フクダ マイミ）1)、大安 剛裕 1) 

川浪 和子 1)、出光 茉莉江 1)、大田 智子 2) 

1)JCHO 宮崎江南病院 2)宮崎大学医学部附属病院 
 
症例は 55 歳女性。腫瘍切除(母指 MP 関節での離断)後に、母指化術にて再建を行なっ

た。術後 8 週で化学療法目的に紹介元の病院へ転院となった。術後 6 ヶ月時点で Q-

DASH score18 点、つまみ動作も可能であった。母指化術は示指を神経血管茎とし、

中手骨部で短縮して母指の位置に移行する手術である。早期社会復帰と機能再建の目

的で選択し、患者の満足度も高い結果となったため考察を加えて報告する。 
 
 
演題 6 PIP 関節拘縮に対し自家肋骨肋軟骨移植による関節再建を行なった 1 例 

〇横山 紗妃(ヨコヤマ サキ)、徳永 春奈、大原 卓也 

渡邊 陽平、丸岡 潤平、香月 健亮、林 稔、高木 信介 

聖マリア病院 

症例は 57 歳男性, 仕事中ローラーに右示指・中指・環指を巻き込みデグロービング損

傷を受傷した. 右示指は末節骨, 中節骨の複雑骨折を認め, 観血的鋼線刺入を行ったが, 

術後 PIP 関節の拘縮を認めた. 本症例は年齢が若く, 利き手示指であることから, 自家

肋骨肋軟骨移植による関節再建を行なった. 近年, 外傷性関節拘縮に対しても, 自家骨

再建の適応が広がっている. 良好な ROM 改善から, 有効な治療法と考える.  
 
演題 7 感染を合併した手背の広範なデグロービング損傷を pure skin perforator f 

lap により再建した 1 例 

〇坂井 勇仁(サカイ ハヤヒト)1）,3）、町田 透 2） 

三重 岳 2）、柳瀬 桜子 1）、野元 清子 1）,3） 

1）社会医療法人 博愛会 相良病院 形成外科 2）社会医療法人 恒心会 恒心会

おぐら病院 整形外科 3）社会医療法人 恒心会 恒心会おぐら病院 形成外科 
 
Pure skin perforator(PSP) flap は、2011 年に成島らによって報告されて以来、その

薄さから手指の再建に頻用されている皮弁である。また近年、術前にドップラーエコ

ーを用いて PSP を評価し、真皮直下で挙上する方法がもっとも短時間で安全な挙上法

であることが山本らにより報告された。今回我々は、感染を合併した手背部の広範な

デグロービング損傷を、ドップラーエコーを用いずに PSP を挙上し再建し得たため、

そのコツと注意点を含めてここに報告する。 



演題 8 母指尖部再建における腹部 Limberg flap の有用性 

〇渡邊 龍志（ワタナベ タツシ）、森岡 康祐、岡村 祥子 

岡本 峻、碇元 佐和、猪原 康司 

鹿児島市立病院 

【目的】母指指尖部の切断再建において、腹部皮弁は簡便かつ有用であることから、

若干の文献的考察を加えて報告する。 

【症例・方法】2002 年から 2024 年までに母指指尖部欠損の 3 例に対して腹部皮弁に

よる再建を施行した。当科では術後の皮弁の捩れを回避するため、対側下腹部に浅下

腹壁動脈を血管茎とする Limberg flap をデザインした。デザインに若干の工夫を加え

ることで、皮弁採取部閉鎖後の皮弁の捩れも解消し、骨移植も併用できる血流豊富で

感染に強い皮弁を挙上した。 

【結果】全症例で皮弁及び移植骨の生着が得られ、良好な経過を得た。 

【考察】本法は定型的かつ簡便であり、十分なサイズの皮弁を確保可能である。また

術後の皮弁の捩れも回避できるため、皮弁壊死のリスクも減らすことができることか

ら、母指指尖部の再建に有効であることが示唆された。 
 
 
演題 9 下肢リンパ浮腫に対して側胸部からの血管柄付きリンパ節移植術を行った一例 

〇的野 渚千（マトノ ナチ）、松岡 雄樹、伊藤 哲 

春原 誠、遠藤 淑恵、兵藤 伊久夫  

産業医科大学病院形成外科 
 

症例は 75 歳女性。子宮頸癌術後経過中に下肢浮腫が出現し、蜂窩織炎を繰り返してい

た。リンパ管静脈吻合術に加え側胸部からの血管柄付きリンパ節移植を行う方針とし

た。胸背動静脈を血管柄とするリンパ節弁を挙上し、移植床血管として外側大腿回旋

動脈下行枝を用いて大腿部に移植した。今回、下肢リンパ浮腫に対し側胸部からのリ

ンパ節移植術にて術後良好な結果が得られたため若干の文献的考察を加え報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



セッション 3 演題 10～14      座⾧ 舟橋 ひとみ（浜の町病院形成外科） 
 
 
演題 10 左脛骨腓骨開放骨折 Gustilo type ⅢC に対し受傷後早期の再建が奏功した 

１例 

〇野田 慎太郎（ノダ シンタロウ）¹、岡村 友保子¹、權藤 理絵¹、力丸 英明² 

1）済生会福岡総合病院 形成外科 2）久留米大学 形成外科・顎顔面外科  
 
症例は 53 歳の男性。交通外傷により左下腿に開放骨折 Gustilo type ⅢC を受傷し

た。搬入後直ちに血管外科で血行再建術が施行され、受傷後 24 時間以内に当科で広背

筋皮弁による軟部組織の再建を施行した。再建後は複数回のデブリードマンを必要と

したが、自力歩行可能となり受傷後 5 ヶ月で自宅退院となった。本症例の経過および

受傷後早期の軟部組織再建について考察する。 
 
 
演題 11 下腿・足部の Gustilo-Anderson 分類ⅢB 型開放骨折に対して、遊離広背 

筋弁を双葉型にして再建した 1 例  

〇岩本 直朗(イワモト ナオアキ)、清水 史明、上原 幸 

呉 偉民、野中 侑紀、秋篠 宏介、三浦 莉理、木下 絵里子 

大分大学形成外科 

Gustilo-Anderson 分類ⅢB 型の開放骨折に対しては、血流の豊富な組織による再建が

重要となる。交通外傷などの高エネルギー外傷では、受傷部位が複数箇所に及ぶこと

もあり、再建方法の検討が必要となる。今回我々は、下腿・足部の 2 箇所に生じた

Gustilo-Anderson 分類ⅢB 型の開放骨折に対して、遊離広背筋弁を双葉型にして再建

した症例を経験したため、考察を加えて報告する。 
 
 
演題 12 深下腹壁動脈穿通枝皮弁における ICG クランプテストの有用性 

〇伊藤 哲（イトウ テツ）、松岡 雄樹、的野 渚千 

春原 誠、遠藤 淑恵 、兵藤 伊久夫 

産業医科大学病院 形成外科 

通常、深下腹壁動脈穿通枝皮弁（DIEP 皮弁）を用いた乳房再建では、ZONE Ⅲの皮

弁量が必要であるが、下腹部正中瘢痕を有する患者の中には、ZONE Ⅲに血流が供給

されない症例もある。当院では、下腹部正中瘢痕を有する患者に対しては、術中に

ICG クランプテストを行い ZONE Ⅲへの血流供給の有無を確認し、供給されない場

合は皮弁内血管吻合を行い、ZONE Ⅲ以遠の血流が供給されるようにしている。今

回、同テストを行った症例を経験したので報告する。 



 
演題 13 当院におけるスムーズタイプ乳房インプラント導入後の臨床経過について 

〇岡本 理沙（オカモト リサ）、篠原 とわ 

九州中央病院 形成外科 

2019 年 7 月 24 日、乳房インプラント関連未分化大細胞型リンパ腫に伴うマクロテク

スチャードタイプインプラントの販売停止を受け、当院でもテクスチャードタイプに

代わり、スムーズタイプの乳房インプラントを用いた乳房再建を実施してきた（2019

年 8 月～2024 年 12 月、75 症例）。これまでのスムーズタイプインプラントによる乳

房再建症例を振り返り、その合併症や形態の臨床経過について文献的考察を加えて報

告する。 
 
 
 
 
 
 
演題 14 会陰部骨盤底再建における PAP flap+薄筋弁の有用性 

〇谷 ありさ（タニ アリサ）、谷村 雄太、室田 啓介 

小柳 俊彰、鈴木 翔太郎、大山 拓人、髙木 誠司 

福岡大学 形成外科 
 
【目的】会陰部骨盤底再建では volume のある皮弁での再建が重要であり、有茎腹直

筋皮弁が最も汎用されているが、W ストーマや複数回術後の瘢痕により使用できない

場合も多い。今回当院で腹直筋および大腿深動脈穿通枝皮弁（PAP flap）＋薄筋弁で

再建した症例を報告する。 

【方法】2016 年 5 月～2024 年 9 月の期間に当院で会陰部、骨盤底を再建した 9 症例

について後向きに検討した。 

【結果】原疾患は直腸癌 5 例、転移性直腸腫瘍 1 例、肛門管癌１例、痔瘻癌 2 例であ

り、再建方法は有茎腹直筋皮弁 7 例、PAP flap+薄筋弁が 2 例であった。術後合併症

は皮弁部分壊死が 2 例、感染が１例、創離開が 2 例であったが、追加の皮弁術を必要

とする症例はなかった。 

【考察】PAP flap は痩せ型でも volume のある血流の安定した皮弁であり、左右から

採取可能で薄筋弁と組み合わせることで骨盤底の筋体充填も可能である。会陰部骨盤

底欠損に対する再建方法として今後有用な選択肢の一つであると考えられた。 
 
 
 
 
 



セッション 4 演題 15～19         座⾧ 権藤 理絵 

（福岡県済生会福岡総合病院 形成外科） 
 
 
演題 15 眼窩内から篩骨洞に貫通した枯れ枝杙創の治療経験 

◯日吉 尚(ヒヨシ ナオ)、藤岡 正樹、藤原 洸平、古賀 一史、西園 馨子 

国立病院機構⾧崎医療センター 形成外科 

転倒して左内眼角部から眼窩に刺さった枯れ枝が眼窩内壁を貫通し、篩骨洞に至った

杙創を経験した。来院時には眼窩内には木片が散在していたので、全麻下に緊急手術

を要した。このような汚染創では一般の創でも感染等に十分な配慮を要するが、眼球

近傍の感染症の場合は受傷時に問題がなくても遅発性に視力障害を来す特有な合併症

が生じることがあるので紹介する。 
 
 
演題 16 ベースボール縫合で再建した前脛骨筋腱断裂の 1 例 

〇赤司 理菜(アカシ リナ)、吉野 健太郎、熊本 万由子、中野 基 

⾧崎みなとメディカルセンター 形成外科 

症例は 81 歳男性。バイクの転倒で、腓骨開放骨折、前脛骨筋腱断裂を受傷した。緊急

で骨接合術行われ、当科は前脛骨筋腱の再建術を担当した。前脛骨筋腱は停止部で断

裂、アンカー固定および非吸収糸による Krackow stitch（ベースボール）縫合で再建

した。足関節の可動域訓練は術後 6 週目で開始し、術後 3 カ月の時点で足関節の背屈

は可能であった。前脛骨筋腱断裂は稀な病態であり、足部での腱縫合方法を含め若干

の文献的考察を加えて報告する。 
 
 
演題 17 鼻腔粘膜切開アプローチにより良好な整復が得られた鼻篩骨骨折の一例 

〇村山 真由子(ムラヤマ マユコ)、吉牟田 浩一郎 

信國 里沙、石井 美里、吉田 大作 

北九州総合病院 形成外科 

鼻篩骨骨折に対するアプローチ方法として、主に眼窩内側切開や鼻根部切開、必要に

応じ眼窩下縁切開や口腔前庭切開等が用いられる。しかし陥凹偏位した鼻根部の骨片

に対して、これらのアプローチのみでは整復に難渋する場合がある。今回われわれ

は、鼻腔粘膜切開により良好に整復し得た鼻篩骨骨折の一例を経験した。骨片の裏面

にアプローチできるため前方挙上が容易となり、整復法の一つとして有用であると考

えられたため報告する。 
 
 



演題 18 頬部深層に損傷がおよぶ挫創の治療経験 

〇藤田 環（フジタタマキ）１）、伊東 大１）、伊東憲子１）、中村 雄 2） 

1）宮崎大学医学部附属病院 形成外科 2）耳鼻咽喉科 
 
 
今回我々は、頬部深層に損傷がおよぶ挫創を治療したので、若干の文献的考察を加え

報告する。症例は 48 歳男性、コンクリートカッターが跳ね返り、右頬部から下顎部に

かけ約 12cm の挫創を受傷。耳下腺管断裂が疑われ当院耳鼻咽喉科を受診後、当科紹

介初診。上口唇挙上不良を認めたが、局麻下顕微鏡下に耳下腺管を縫合し、顔面神経

は縫合せず外来通院フォローした。術後半年が経過したが、顔面神経麻痺は無く良好

に経過している。 
 
 
 
 
 
 
演題 19 義眼患者に対する眼瞼下垂症手術の一例 

〇村山 彩奈（ムラヤマ アヤナ）、伴 楓子、石原 早佳 

森永 絵理、衛藤 明子、大慈弥 裕之 

福岡山王病院 形成外科 
 
 
症例は、17 歳女性。左小眼球症に対して義眼を装用していた。同側に先天性眼瞼下垂

を合併しており、瞼裂が狭小化していた。開瞼時の左右差改善を希望して来院した。

挙筋機能は右 15 ㎜に対し、左 5 ㎜であった。治療は、左眼の挙筋前転術と重瞼作成

をおこなった。手術は義眼を挿入した状態で行い、術中の開瞼を目安に調整した。術

後、開瞼は拡大し整容的改善を得ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



セッション 5 演題 20～24    座⾧ 遠藤 淑恵（産業医科大学病院形成外科） 
 
 
演題 20 開心術後胸骨骨髄炎に対し、腸骨移植を行った１例  

〇眞鍋 剛（マナベ ツヨシ）１）、伴 楓子１）、高木 誠司２） 

1）白十字病院 形成外科 2）福岡大学病院 形成外科２） 

四肢骨髄炎の治療において腸骨移植はよく用いられるが、開心術後の感染性胸骨骨髄

炎に対し、腸骨海綿骨移植を行い、治療を行った経験を報告する。症例は７１歳男

性、開心術後に感染性胸骨骨髄炎をおこし、皮膚瘻を形成、難治性のため当科紹介と

なった。開心術を行う症例は慢性的な内科的併存疾患が多く、⾧時間にわたる手術は

術後合併症のリスクを高める。適応を選べば手術侵襲が少なく、有用な手段ではない

かと考える。 
 
演題 21 下顎再建術後の再建プレート露出に対し創内持続陰圧閉鎖療法と PAT 移植 

が奏功した１例 

〇久冨 健太郎（ヒサトミ ケンタロウ）、田中 啓二郎 

右田 尚、守永 圭吾、力丸 英明 

久留米大学 形成外科・顎顔面外科 

症例は 69 歳男性。下顎骨区域切除に対し再建プレートと大胸筋皮弁で再建した。術後

６ヶ月時に、下顎正中部の再建プレートが感染を伴って露出した。これに対し創内持

続陰圧洗浄療法によって感染の鎮静化を図り、二期的に PAT と分層植皮術を行うこと

で治癒し得た。現在術後 3 ヶ月経過している創部に問題は生じていない。治療経過を

文献的考察とともに報告する。 
 
 
演題 22 熱傷後の踵骨壊死に対して perifascial areolar tissue(PAT)移植と同時植皮 

により創閉鎖した１例 

〇白倉 広之（シラクラ ヒロユキ）、木下 直志、安楽 邦明 

佐世保市総合医療センター 形成外科 
 
症例は 77 歳女性。入浴中に体動困難となり、背部から両側足底部までの 14％TBSA

深達性Ⅱ度～Ⅲ度の熱傷を受傷し当院搬送となった。両側の踵骨壊死に対して、腐骨

除去後の海綿骨上に PAT 移植と同時植皮を行い創閉鎖した。生着は良好で，現在、自

立歩行可能となり、潰瘍形成は認めていない。PAT 移植は腱や骨露出部に対する再建

方法としての報告が多くみられるが，踵部熱傷に対する報告例は無く、有用であると

考えたため報告する。 
 



演題 23 口蓋裂術後合併症としての口蓋瘻孔への対応と予防 

〇田崎 幸博（タサキ ユキヒロ）、宗 雅、西野 優実、浅部 浩明 

北九州市立八幡病院 形成外科 

口蓋裂手術の術後に生じる問題として鼻咽腔閉鎖機能不全や顎発育障害などとともに

比較的多くみられるのが瘻孔形成であり、瘻孔の残存によって呼気や飲食物の鼻漏出

を生じることになる。自験例から硬口蓋や軟口蓋に瘻孔が生じ対応した症例を提示

し、それらの原因を検証するとともに予防策を述べる。硬口蓋中間顎周囲に生じるも

のは顎裂のギャップにより初回手術ではやむを得ないものもあるが、術前矯正や粘骨

膜弁のデザイン、移動位置により対応できることもある。軟口蓋では正中の前方に生

じやすいが、瘻孔の原因となる上皮の迷入を避けるため、垂直マットレス縫合を多用

するという基本的な手技も重要となる。その際、鼻腔側粘膜の垂直マットレス縫合は

運針が異なることには注意が必要である。 
 
 
 
 
 
 
演題 24 高度側弯症手術に先行して合併する漏斗胸に対し Nuss 法を施行した 4 例 

〇後藤 崇（ゴトウ シュウ）、平田 亮磨、川上 善久 

福岡市立こども病院 形成外科 
 
脊柱側弯症とは一般に三次元的な脊柱のねじれを呈した状態で，回旋を伴う側方への

弯曲が生じる病態を指す。レントゲン写真で側弯の弯曲度を Cobb 角で測定し，45～

50 度を越える高度側弯では，体幹の短縮やバランス不良に加えて呼吸機能の低下が避

けられず，日常生活動作の障害となるため早期の手術療法が必要となる。側弯症に漏

斗胸が合併することはしばしば知られており，側弯症手術で脊柱を矯正する際に漏斗

胸の胸部陥凹があると，挟み込まれるようにして心臓が圧迫され術中心停止のリスク

がある。そのため，当院では高度側弯症手術に先行して胸部陥凹改善目的に漏斗胸手

術（Nuss 法）を行うことがある。今回，これまでに経験した 4 症例について，側弯

症があることによる Nuss 法手術操作の特殊性や術後トラブルについて文献的考察を

加えながらまとめる。 
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